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将
来
の
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
美
郷
町
望
ま
し
い
学
校
規
模
を
考
え
る
委
員
会
」が
意
見
書
を
ま
と
め
る

「
美
郷
町
立
小
・
中
学
校
の
現
状
と
望
ま
し
い

学
校
規
模
に
つ
い
て
」の
意
見
書（
概
要
）

学
校
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

①
確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ
い
て

　
非
常
勤
講
師
の
配
置
に
よ
っ
て
少
人
数
学

習
を
推
進
し
た
り
、
生
活
支
援
員
、
日
本
語

指
導
支
援
員
、
外
国
語
指
導
助
手
を
派
遣
し

学
力
維
持
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
児
童
生

徒
の
学
力
維
持
・
向
上
の
た
め
に
、
事
業
の

継
続
を
望
み
ま
す
。

　②
幼
保
・
小
・
中
連
携
教
育
に
つ
い
て

　
学
習
離
れ
や
学
習
意
欲
の
低
下
、
不
登
校

な
ど
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
か
け
て
の
著
し
い
環
境
の
変
化
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
幼
保
・
小
・
中
の

連
携
を
図
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

③
家
庭
や
地
域
社
会
と
一
体
に
な
っ
た

　
学
校
教
育
の
実
現
に
つ
い
て

　
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
の
教
育
力

を
生
か
し
た
活
動
の
推
進
を
望
み
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る

適
正
な
学
校
規
模
に
つ
い
て

①
教
員
数
の
確
保

　
各
校
の
教
員
数
は
、
国
で
定
め
た
小
中
学
校

教
員
配
置
基
準
に
則
り
学
校
規
模
に
よ
り
決
ま

る
こ
と
か
ら
、
あ
る
一
定
数
以
上
の
教
員
数
が

確
保
で
き
る
規
模
の
学
校
を
望
み
ま
す
。

小
規
模
学
校
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と

　
小
学
校
の
場
合

　
　
全
校
児
童
数
が
90
人
未
満
の
場
合
、
学

級
担
任
と
教
務
主
任
が
兼
務
と
な
り
本
人

は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
全
体
に
負
担
が
か
か

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
中
学
校
の
場
合

　
　
各
学
年
２
学
級
未
満
の
規
模
で
は
、
生

徒
と
の
密
接
な
指
導
が
期
待
で
き
る
一

方
、
教
員
数
の
関
係
上
、
免
許
外
教
科
担

任
が
生
じ
る
な
ど
、
十
分
な
教
育
活
動
に

不
安
を
感
じ
ま
す
。

②
多
様
な
学
習
指
導
・
活
動
へ
の
対
応

　
多
様
な
学
習
指
導
・
活
動
に
は
目
的
に
応

じ
た
学
習
集
団
の
形
態
が
不
可
欠
で
す
。
時

に
は
大
き
な
集
団
で
、
時
に
は
数
人
の
グ

ル
ー
プ
で
と
い
っ
た
場
に
応
じ
て
組
み
替
え

が
き
く
規
模
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
学
年
に
複
数
の
学
級
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
教
員
が
連
携
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た

り
、
指
導
方
法
等
を
研
究
し
合
っ
た
り
、
課

題
解
決
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
校
の

教
育
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

　③
適
正
な
学
校
運
営
へ
の
対
応

　
大
規
模
校
に
お
い
て
は
、
体
育
館
、
特
別

教
室
な
ど
の
活
動
時
間
に
制
限
が
加
わ
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
が
煩
雑
で
あ
っ
た

り
、
児
童
生
徒
の
自
主
性
を
育
て
る
学
校
行

事
に
関
し
て
も
運
営
が
難
し
く
な
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
活
動

が
維
持
・
継
続
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
適
正
な

学
校
運
営
の
た
め
に
は
一
定
の
教
員
数
が
確

保
さ
れ
る
規
模
の
学
校
を
望
み
ま
す
。

④
適
正
な
学
校
規
模

　
同
委
員
会
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
適
正
な

学
校
規
模
は
次
の
と
お
り
で
す
。

20
年
後
30
年
後
を
見
据
え
た
検
討
を
望
む

　
学
校
規
模
の
大
小
が
教
育
環
境
に
与
え
る

影
響
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

が
充
実
し
た
集
団
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
中

で
将
来
の
社
会
適
応
に
必
要
な
人
格
形
成
が

な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
優
先
的
に
考
慮
す
れ

ば
、
や
は
り
学
校
は
一
定
の
規
模
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
少
子
化
の
進
行
に
と
も
な
い
、
限
ら
れ

た
学
校
教
育
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
と

い
う
視
点
か
ら
、
学
校
規
模
の
適
正
化
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
町

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
年
々
進
行

す
る
小
・
中
学
校
の
小
規
模
化
を
契
機

に
、
教
育
行
政
の
課
題
と
し
て
学
校
規
模

の
適
正
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
、
３
カ
年
に
わ
た
る

「
美
郷
町
立
学
校
の
将
来
に
つ
い
て
考
え

る
」事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
十
九

年
度
は
学
校
教
育
将
来
構
想
の
指
針
と
す

る
た
め
、
昨
年
７
月
、
町
内
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
を
は

じ
め
、
有
識
者
、
教
育
関
係
者
ら
で
組
織

す
る
、
美
郷
町
望
ま
し
い
学
校
規
模
を
考

え
る
委
員
会（
矢
尾
奎
二
委
員
長
）に
、

「
美
郷
町
立
小
・
中
学
校
の
現
状
と
望
ま

し
い
学
校
規
模
」に
つ
い
て
検
討
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　
こ
の
依
頼
を
受
け
て
同
委
員
会
で
は
、

未
来
の
美
郷
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
ど

の
よ
う
に
育
て
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
美

郷
の
学
校
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
、
多
方
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
を

行
い
、
こ
の
た
び「
意
見
」と
し
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
３
月
３
日
に

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
お
よ
び
ア
ン

ケ
ー
ト
の
主
な
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

　小学校　
各学年の児童数　50人以上

１学年の学級数　２～３学級

１校あたりの学級数　おおむね12～18学級

　中学校　
各学年の生徒数　50人以上

１学年の学級数　２～４学級

１校あたりの学級数　おおむね６～12学級
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問い
合わせ

町教育委員会（千畑庁舎）学務課
学務班　　10187（84）4914

　この意見を参考としながら、
平成20年度からは保護者の皆さ
んのご意見を伺う懇談会や、専
門委員会を設置し、より良い学
校教育環境について考え、具体
的な方向性を検討します。

意見書およびアンケート結果は町
ホームページでご覧いただけます。

学校における子どもの減少によるさまざまな問題で、特に重要だと思うもの（複数回答） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80%

 社会性や協調性の不足　40.5% 　568人 
 子ども同士鍛え合ったり、励ましあったりする機会が少なくなること　43.7% 　614人 
 行事などにおいて、保護者の負担が大きくなりやすいこと   23.8% 334人 
 人間関係の固定化や序列化による意欲の低下 31.8%　447人 
 教職員定数の減少による教育環境の低下 25.3%　 355人 
 体育活動、児童生徒会活動、部活動など集団活動で効果の上がる活動の停滞　25.6% 360人 
 学校維持管理費の増加　9.8% 137人 
 学習時、いろんな意見や考え方に接する機会が少ない　20.9% 294人 
 部活動、スポーツ少年団などのチームゲームが制限される　27.5% 386人 
　その他　 1.3% 18人 

学校はある程度の児童生徒数が
必要であると思いますか  

とても 
そう思う 
393人 
28.1 %

どちらかというと 
そう思う 
590人 
42.2%

どちらとも 
言えない 
311人 
22.2%

どちらかというと 
そうは思わない 
55人　3.9%

まったくそうは思わない 
37人　2.6%

わからない 
　8人  0.6%      
その他 
　4人  0.3%      
 

小学校における理想的な１学級の児童数および１学年の学級数 

４学級以上 
39件 3%

１学級の理想的な児童数 １学年の理想的な学級数   
 

10人以下　5件 0.4%

11人から20人 
226件 16.4%

21人から30人 
984件 71.3% 
 

31人から40人 
153件 11.1% 
 

その他　13件 0.9% 
 

１学級 
97件 
7.6%

２学級 
665件 
51.8% 
 

３学級 
482件 
37.6% 
 

中学校における理想的な１学級の生徒数および１学年の学級数 

４学級以上 
111件 8.8%

１学級の理想的な生徒数 １学年の理想的な学級数   
 10人以下　3件 0.2% 

 11人から20人 
150件 11.1% 
 

21人から30人 
936件 69.4% 
 
 

31人から40人 
248件 18.4% 
 
 

その他　11件 0.8% １学級 
38件 3% 
 

２学級 
329件 
25.9% 
 

３学級 
790件 
62.3% 
 

放課後児童クラブの望ましい 
実施場所 

公民館 
105件 
7.7%

児童館 
158件 
11.6% 
 

児童クラブ専用室・ 
施設 
483件 
35.4%

小学校 
493件 
36.2% 
 

保育園・幼稚園 
96件　7% 
 

その他　28件　2.1%

放課後児童クラブは何年生まで
の利用を希望しますか 

5年生まで　37件　2.7%

その他 
24件　1.8% 
 

現状どおり 
3年生まで 
437件　31.9% 
 

４年生まで 
226件 
16.5%

6年生まで 
644件 
47.1%

放課後児童クラブの利用要件に
ついて   

18件　1.3% 現状のままでよい 
231件　16.9% 
 

 

たとえ家庭に家族が
いても、その家庭の
状況によっては対象
とすべき　748件 
　　　54.8% 

家族の有無に
希望があれば
対象とすべき 
368件　27% 
 

アンケート調査の概要
　少子化が進む中、地域の実情に応じた教育を推進するために、
広く保護者、町民の方からの意見や要望を集約したいというこ
とから実施しました。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

調査対象●幼稚園・保育園の３歳以上の全保護者、
小学校・中学校の全保護者、３歳未満児
の一部の保護者町内行政協力員

実施時期●平成19年10月15日～11月５日
配　布　数●1,635通
回　収　数●1,404通（回収率85.9％）


